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１．第 32 回大会実行委員会  実施要項 

 

日本スポーツ社会学会第 32 回大会 実施要項  （第 1 報）  

 

大会参加を予定されている皆様へ  

現在、対面での大会開催を基調として準備を進めています。ただし、新型コロナウイル

ス感染症の感染拡大状況によっては、昨年度同様、オンライン開催へと切り替えることも

あります。その際には、速やかに関係者の皆様には連絡を致します。なお、対面開催にか

かわる感染症対策の詳細については、別紙「日本スポーツ社会学会第 32 回大会実施におけ

る新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン Ver. 1.0」をご参照ください。皆様のご理

解とご協力を宜しくお願い致します。  

 

１－１．開催期間 

 2023 年 3 月 16 日（木）・17 日（金）  

 

１－２．会  場 

 中京大学 豊田キャンパス 〒470－0348 愛知県豊田市貝津町床立 101 

○アクセス方法     

１）名鉄豊田線「浄水」駅（名古屋駅から豊田キャンパスまで約 1 時間）  

①スクールバス約 10 分（無料）  

 ２）愛知環状鉄道線「貝津」駅   ①徒歩約 8 分   

※自家用車でご来校される会員は学会申し込み時に申し込んでください。先着 40 名に

臨時駐車証を配布  

○宿泊関係・・・・宿泊の斡旋はしておりません。  

○大会参加に際しましては、新型コロナウイルス感染症対策への御協力をお願い致します。

詳細は別紙「日本スポーツ社会学会第 32 回大会実施における新型コロナウイルス感染

症対策ガイドライン Ver. 1.0」をご一読願います。  

○実行委員会主催の懇親会は新型コロナウイルス感染症対策のために行いません。  

 

１－３．主  催 

 日本スポーツ社会学会 http://www.jsss.jp/ 

 

１－４．日  程 

 
※ただし、発表演題数、企画シンポジウム等の都合により変更になる場合があります。  

※実行委員会企画、研究委員会シンポジウム等については、詳細が決定次第、ＨＰ等でお知らせ致します。  
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１－５．大会までの主なスケジュール  

  

事  項  締切日  

一般研究発表申込  2022 年 12 月 23 日（金）  

大会参加早期申込（早割）  2023 年  1 月 24 日（火）  

一般研究発表抄録提出締切  2023 年  1 月 31 日（火）   

 

１－６．大会参加申し込み   

日本スポーツ社会学会第 32 回大会ホームページ（ https://spsociology.org/）の「参加

申込」ページから、その指示に従って必要事項を記入の上、送信してください。大会参加

費の早期割引を受けるためには、ホームページ上の「申し込み手続き」及び「入金」がと

もに、2023 年 1 月 24 日（火）までに完了していることが必要です。  

 

【参加申込先】 第 32 回大会ホームページ（https://spsociology.org/） 

 

【大会参加費】  

参加申込みと同時に、大会参加費を大会実行委員会口座までご送金ください。専用の振

込用紙は郵送いたしませんのでご了承ください。対面開催、オンライン開催、いずれの形

式においても大会参加費は同額です。対面開催の方向で準備を進めますが、状況によって

はオンライン開催に変更になる場合もあります。その場合でも参加費の返金は致しません。

なお、年会費の納入状況、送金先等に関する情報は学会事務局（jsssjimukyoku@gmail.com）

にご照会下さい。  

 

種   別  早期割引あり 通常（早期割引なし）  

正会員  3000 円  4000 円  

学生会員  1000 円  

非会員・一般  4000 円  

非会員・学生  1000 円  

 

【大会参加費振込先】  

振替口座 00970-9-334985（他行からの振込の場合は「ゆうちょ銀行、〇九九店、当座、

0334985」） 

 

・口座名称：「日本スポーツ社会学会大会実行委員会」  

口座名称のカタカナ表記について、文字数の制限で「ニホンスポーツシャカイガッカイ

タイカイジッコウイインカ」になっています。  

 

１－７．一般研究発表申し込み 

「学会大会一般発表に関する細則」が 2022 年 10 月 3 日より施行されています。発表者は

細則を確認してから発表申し込みを行ってください。  

新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況によっては、たとえ大会直前であってもオンライ

ン開催への切り替えがあり得ます。一般発表を申し込む場合には、オンライン発表（リアルタイ

ム形式を予定）への対応も考慮いただき、お申込み願います。オンライン開催への切り替えのタ

https://spsociology.org/
https://spsociology.org/
mailto:jsssjimukyoku@gmail.com
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イミング、発表形式、切り替え後のスケジュール等の詳細については、第 2 報となる大会案内

（１月下旬ごろを予定）にてお知らせする予定です。  

 

（１）発表申込締切日    2022 年 12 月 23 日（金）  

大会ホームページ（https://spsociology.org/）の「申し込み（参加・発表）」ページ

から、その指示に従って必要事項を記入し、送信していただくことで、発表申込みができ

ます。 

 発表内容については、上記ホームページの該当箇所に、 1200～1600 字程度（英文の場

合は 300 ワード程度）の概要を記入し、送信してください。  

 

（２）一般研究発表の資格に関する注意事項  

 「日本スポーツ社会学会大会開催に関する規定」第 5 条による、一般研究の発表者の資

格は以下の通りです。  

 １） 発表者および共同研究者は、日本スポーツ社会学会会員であること。  

 ２） 発表者および共同研究者は、その年の年会費を納めていること。  

 ３） 発表者は大会参加費を納めていること。  

 ４） 大会に参加しない共同研究者は、大会参加費を納める必要がないこと。  

 

発表者は、「年会費」「大会参加費」の納入についてご確認ください。未納の場合は発表

できません。納入の確認が必要な場合、年会費については「会員情報管理システム

SOLTI」でご確認いただき、大会参加費については学会大会実行委員会へお問い合わせく

ださい。  

 

・年会費…会員情報管理システム＜ SOLTI＞  

https://service.gakkai.ne.jp/solti-asp-member/mypage/JSSS 

・大会参加費  …大会実行委員会メールアドレス  jsss32th@cu-sports.jp 

 ※学会事務局メールアドレス jsssjimukyoku@gmail.com 

 

（３）発表抄録原稿の提出締切日   2023 年 1 月 31 日（火）  

 発表申込みをしていただいたのち、研究委員会にて審査がおこなわれます。申込時、概

要の字数・形式は必ず守ってください。審査を経て、学会発表が許可されたものについて

は、発表抄録の原稿を提出していただきます。  

 発表抄録原稿用テンプレートは、大会ＨＰからダウンロードできます。書式を利用する

には、Microsoft Office Word 2013（あるいはそれ以上の年式）が必要です。テンプレー

トの書式に従って作成いただいた原稿は、 2023 年 1 月 31 日（火）までに、以下の発表抄

録原稿受付サイトにご提出ください。  

 

  発表抄録原稿受付サイト   

https://www.dropbox.com/request/kxkOJsmDI9JzbCLEeIAT 

     

※ 抄録提出後、確認のメールが自動送信されます。  
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（４）一般研究発表に関する注意事項  

 一般研究発表の時間は、発表 20 分、質疑応答 10 分です。発表の際に必要な機器がある

場合（ＰＣおよびプロジェクター以外 )は、発表申込みの際に、当該箇所にその旨を記載し

て、申し出てください。パワーポイントによる発表を希望する方は、ＵＳＢメモリにデー

タを持参してください。当日、発表資料を配付する場合は、各自で 70 部以上を持参してく

ださい。  

 

１－８．昼食について 

学内の食堂は、11 時から 13 時の時間で営業予定です。大学近隣に飲食店が少ないため

に、大会参加申し込み時に弁当を注文することをお勧めします。  

 

１－９．学会大会実行委員会について  

実行委員長/千葉  直樹  （中京大学スポーツ科学部）  

実行委員/ 吉田  毅   （中京大学スポーツ科学部）  

実行委員/ 來田  享子  （中京大学スポーツ科学部）  

実行委員/ 大勝   志津穂  （愛知東邦大学人間健康学部）  

実行委員/ 出口  順子  （東海学園大学スポーツ健康科学部）  

実行委員/ 木村  華織  （東海学園大学スポーツ健康科学部）  

実行委員/ 三谷  舜  （中京大学スポーツ科学部）  

実行委員/冨田  幸祐  （中京大学スポーツ科学部）  

実行委員/ 川西  司  （中京大学スポーツ科学部）  

 

【大会に関する問い合わせ】  

    中京大学  千葉  直樹  

    〒470－0348 愛知県豊田市貝津町床立 101 

         中京大学スポーツ科学部  

         TEL：0565-46-6964（研究室直通）  

             Email：  jsss32th@cu-sports.jp 

（なるべく電話ではなく、メールでの問い合わせをお願いします。  

その際には件名に【スポーツ社会学会第 32 回大会】とお入れください）  

 

以上 

 

 

２．第 32 回大会における研究委員会の企画  

 

２−１．研究委員会企画シンポジウム 

日 時：2023 年 3 月 17 日（金）14:30～17:00 

 

「「J リーグ誕生」がもたらしたもの」  

 

1993 年 5 月 15 日に開幕した日本プロサッカーリーグ（「 J リーグ」）の誕生は、日本サッ

カー界のみならず、日本のスポーツ文化や社会に大きな変化をもたらす出来事であった。

「日本サッカーの水準向上」という点では、それまでワールドカップに出場すら叶わなか

った男子日本代表（「サムライブルー」）は、いまや出場常連国となり、2022 年カタール大
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会では 1 次リーグで強豪ドイツ、スペインに勝利し、2 大会連続でベスト 16 に進出するま

でに成長した。また、今大会のメンバー 26 名のうち 19 名を「海外組」が占めていること

が表すように、数多くの日本人選手がドイツ、イングランド、フランス、スペインをはじ

めとしたヨーロッパ諸国のリーグでプレーするようになった。さらに、オリンピックにつ

いては 28 年ぶりの出場となった 1996 年アトランタ大会以降、7 大会連続で出場を果たし、

2012 年ロンドン大会と 2020 年（2021 年）東京大会ではベスト 4 という結果を残すまでに

至っている。こうした中で、近年やや陰りは見えるものの、男子日本代表に対する注目度

は未だに高く、「企業ナショナリズム」といわれる現象に巻き込まれながら、いまや一つの

巨大ビジネスと化している。一方、「サッカーの普及促進」という点では、日本サッカー協

会の「サッカー選手登録数」は J リーグ開幕以降増加傾向にあり、また、 J リーグの入場

者数はコロナ禍前の 2019 年度にははじめて 1100 万人に到達し、J1 の平均観客数は 2 万人

を超えるまでになった。  

J リーグや男子日本代表の活躍に大きな注目が集まる一方で、女子サッカーはこの 30 年

の間、着実に歩みを進めてきた部分もあるものの、さまざまな課題を抱えている。例えば、

J リーグが誕生する準備段階でリーグ参加の条件に「ファームチーム、 2 種、3 種、4 種の

チームを保持すること」という項目が設けられたが、そこに女子は入っていなかった。ま

た、女子日本代表（「なでしこジャパン」）は、2011 年のワールドカップ優勝、2012 年ロン

ドンオリンピック銀メダルという輝かしい実績だけでなく、ワールドカップでは 1995 年

大会でベスト 8、オリンピックでは種目としてサッカー女子がはじめて採用された 1996 年

アトランタ大会に出場し、 2004 年アテネ大会ではベスト 8、2008 年北京大会ではベスト 4

と結果を残してきた。しかしながら、国内リーグ（「なでしこリーグ」）の人気は停滞気味

であり、加えて、2016 年リオオリンピックの出場権を逃すなど、代表強化の面でも課題を

抱えつつある。この状況を打開すべく、2021 年 9 月 12 日に女子プロサッカーリーグ（「 WE

リーグ」）が開幕した。1 年目にあたる 2021-22 シーズンでは 1 試合平均の観客数では目標

を大きく下回り、経営面での課題が浮き彫りになったものの、WE リーグの誕生が今後、女

子サッカーの普及や代表強化という面でどのような変化をもたらすのか、注視していく必

要があるだろう。  

J リーグがもたらしたのは、競技力向上や競技の普及、ビジネスといった面での「成功」

だけではない。J リーグの「サポーター文化」は、日本のプロスポーツに新たな応援スタ

イルを生み出したといわれている。加えて、 J リーグの理念である「地域密着」とその具

体策である「ホームタウン活動」は、日本におけるプロスポーツ（チーム、クラブ）と地

域社会の関係性を変えただけに留まらず、「シャレン！」の取り組みに象徴されるように、

スポーツを通じて社会に変革をもたらそうともしている。さらに、こうした志向が、「女子

サッカー・スポーツを通じて、夢や生き方の多様性にあふれ、一人ひとりが輝く社会の実

現・発展に貢献する」という理念を掲げている WE リーグのみならず、2000 年代以降に誕

生したプロスポーツリーグの運営にも波及している点も興味深い。  

本シンポジウムでは、J リーグが開幕してから 30 年という時間が経過した中での日本サ

ッカー界の「現在地」について考えるとともに、 J リーグが導入した「サポーター文化」、

「地域密着」といった概念や「スポーツを通じた社会課題の解決」といった志向が日本の

スポーツ文化や社会にいかなる変化をもたらしてきたのかについて議論する。この作業を

通じて、今後のサッカー（ J リーグ）に関する社会学的研究の可能性や方向性について検

討してみたい。 

なお、登壇者については調整中であり、決定次第、大会ホームページ等で周知する予定

である。  
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２−２．学生企画シンポジウム 

日 時：2023 年 3 月 16 日（木） 10:30～12:00 

 

「新国立競技場問題とは何だったのか」  

 

東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会（「東京 2020 大会」）の開催からは

やくも一年が経った。コロナ禍開催に対しての賛否両論がメディアを賑わせた一方で、有

形のレガシーとしてのスタジアムの維持管理、利用をめぐる問題等、今後考察すべき論点

は山積している。さらに、国立競技場とその周辺エリアを含む都市の再開発問題について

は後景に退いてしまった感がある。  

 東京 2020 大会を対象としたメガ・イベント研究の蓄積においては、都市空間の変容に伴

うジェントリフィケーションや「復興五輪」、ボランティア等の論点が提出されてきた。

これらの研究蓄積の重要性を認識しつつも、これらは「スタジアムの外側」の議論ではな

かったかという懸念もある。国立競技場の改修をめぐっては、デザイン案の白紙撤回があ

り、またデザイン決定後も無観客試合になるなど、当初の建築意図から大きくズレる形で

の開催に至った経緯がある。では、そもそも新国立競技場とは何を目指して建築され、大

会が近づくにつれそこで問題視されるトピックがいかに変化し、現在に至ったのか。こう

した「スタジアムの内側」の議論から、今後の都市空間のありようと私たちとの関係を考

えることはできないだろうか。本シンポジウムの基本的な問題関心はここにある。  

 そこで本シンポジウムでは、建築空間を社会学的に考察した著作『創造性をデザインす

る――建築空間の社会学』（晃洋書房、 2022 年）の著者である牧野智和先生 (大妻女子大

学)と、「東京 2020 オリ・パラ大会で東京はどう変わるのか――東京五輪の開催と都市 TOKYO

の変容」(『2020 東京オリンピック・パラリンピックを社会学する――日本のスポーツ文

化は変わるのか』（創文企画、 2020 年）所収)でオリンピック開催と都市空間の変容を都

市計画の観点から論じた小澤考人先生 (東海大学)をお招きし、都市計画上の新国立競技場

の位置づけを確認したうえで、新国立競技場をめぐる問題とは何だったのかを検討したい。

その作業から、スタジアムの「内側」と「外側」をつなげるような視点からメガ・イベン

トを捉える議論を目指したい。  

 

話題提供者：  

牧野智和（大妻女子大学）  

小澤考人（東海大学）  

 

司 会：学生フォーラム世話人  

菅原大志（東北大学大学院）  

小石川聖（早稲田大学大学院）  

宮澤優士（筑波大学大学院）    
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３．第 32 回大会における国際交流委員会企画シンポジウム 

日 時：2023 年 3 月 17 日（金） 10：30～12：00 

 

「暴力をめぐる社会的想像力とナイトクラブにおける闘争の現実」  

 

名目的には同じスポーツであっても、国家や社会に応じてスポーツ実践のありようが異

なるという現象はわれわれの興味を惹きつけてやまない。本シンポジウムでは、こうした

地域的相違がもっとも顕著なスポーツのひとつとして格闘スポーツ（格闘技・武道を含む）

に着目する。  

格闘スポーツで求められる能力は、日常生活では用いられない特殊な道具―ボール・ラ

ケット・バット等―を操る能力ではなく、身体を相手の意に反して操る能力である。われ

われは日常生活の全般にわたって身体として存在しているから、格闘スポーツの能力は、

原理的には、日常的にも発揮されうることになる。この可能性ゆえに、格闘スポーツは暴

力に対する恐怖をかき立てるのであるが、他方で、この恐怖は社会的に媒介されてもいる。

映画や漫画など数多くのメディア作品が、商業主義・ナショナリズム・オリエンタリズム

などと絡み合いつつ、格闘スポーツと暴力をめぐるわれわれの想像力を日々養っているの

である。  

基調講演者として、フランスからヨナタン・ブレッソン（ Jonathan Bresson）氏を招聘

する。フランスのナイトクラブにおける警備員としての参与観察と、ベトナム武術の修行

者としての経験にもとづき、2018 年に博士論文「闘争：にらみ合いからぶつかり合いへ―

ナイトクラブ警備員としての参与観察より」をレンヌ第二大学に提出した、若手のスポー

ツ社会学者である。警備員が直面する暴力の実態をゴフマン的な視点から分析したうえで、

フランス社会に共有された暴力をめぐるファンタジーと現実の乖離についてお話しいただ

く予定である。  

コメンテーターとして、フィリピンのボクシングジムの参与観察を行ってきた石岡丈昇

氏にご登壇いただく。トレーニングのみならずボクサー達の日常生活にも密着した調査の

経験にもとづき、暴力をめぐる社会的想像力の地域性や、格闘スポーツの種目に応じた想

像力のありようの相違などの視点からコメントいただく予定である。フロアとの活発なや

りとりを期待したい。  

 

コーディネイト・通訳：倉島  哲（関西学院大学）  

基調講演：ヨナタン・ブレッソン（レンヌ第二大学）  

コメント：石岡丈昇（日本大学）  
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４．第 32 回大会における実行委員会企画シンポジウム 

日 時：2023 年 3 月 16 日（木）16：00～17：30 

 

「これからの地域スポーツと社会」 

 

東京 2020 オリンピック・パラリンピック大会が開催されたが、大会開催を通じて得られ

た貴重な経験をいかに今後のスポーツ界の発展につなげていくかが、我が国のスポーツの

在り方に大きく影響するという認識のもと、第 3 期スポーツ基本計画を実行に移している。 

東京 2020 大会の経験で、忘れてはならないのが安心安全という観点だといえる。特にス

ポーツ医・科学の観点では、選手村内のポリクリニックとトレーニング・ジムが一体とな

った体制は、過去オリ・パラ史上初めての試みであり、医師や PT、トレーナーの連携によ

る、怪我への対策や、現場復帰までのサポートをシームレスに行うことができたことは国

際的な評価は大変高かった。また、気候変動の影響による夏の猛暑に対して、運動時の暑

熱対策も選手の健康を維持するために重要な役目を担った。各競技団体と連携し、適切な

タイミングでのクーリングや、選手の体調を優先した柔軟なルールの運用、それに伴った

イベント・スケジュールも実行された。関係者が連携して成し得たこれらの知見は、安心

安全に子供から大人まで、あらゆる立場でスポーツを楽しむことのできる各地域に根ざし

た環境づくりを、国の施策としてしっかりと前進させてゆくことが重要だと考える。 

スポーツ庁では、スポーツ健康街づくりにも力を入れているが、スポーツ医・科学を軸

に、これらの知見を活かし、その効果が国民レベルに落とし込まれるよう、町単位での取

り組みが重要となってくる。例えば、個々にカスタマイズされた運動療法の介入等、具体

的な取り組みを計画的・且つ継続的に行うことで、筋骨格系 (運動器)の機能の維持・改善、

更には痛みの改善につながれば、心と身体の健康増進に寄与することができ、スポーツを

長きに渡り楽しむことができる。国民の生きる力を増幅させ、豊かな人生を歩んでいただ

くことに繋がると確信している。 

 

司    会：大勝志津穂（愛知東邦大学）  

発 表 者：室伏広治（スポーツ庁長官）  
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５．各委員会からのお知らせ 

５−１．編集委員会 

 

 編集委員会では今年は査読審査をスムーズに進めるための、いくつかの制度改正をいた

しました。投稿時に論文の形式を確認していただくチェックリストを作成し、審査前の時

間を短縮できるようにしました。また、査読の際のコメントが双方にとってわかり易いよ

うに、論文にはページ番号や行番号も入れていただくようにいたしました。そのほか、細

かな変更がありますので、学会 HP の「執筆要領」「投稿前チェックリスト」をよく確認し

ていただきますよう、お願いいたします。  

 皆様のご協力により論文の投稿数そのものは、昨年より倍増以上となりました。査読の

先生方には教育的で丁寧なコメントをいただいており、査読の結果如何によらず、投稿者

の方には研究の参考にしていただいているものと考えています。投稿数が倍なら掲載数も

倍、というように、なかなか単純にはいきませんが、それでも、意欲をもって投稿してく

ださることが学会そのものの研究の底上げにつながります。投稿のすそ野は広げ、審査の

ハードルは下げず、それぞれに切磋琢磨していただくことが研究誌という場でもあります。

これからも積極的な投稿をよろしくお願いいたします。  

 編集委員会は、たんに投稿者と査読者の中継ぎをするだけではなく、投稿者には倫理問

題を生じさせないような助言をしたり、査読者には必要な範囲で査読経過を理解していた

だきながら進めていただけるよう、ご連絡・ご説明をするなどの工夫をしています。編集

委員の先生方のご尽力はもちろんですが、学会員が互いに助け合い、育てあいながら、は

じめて学会誌を成り立たせることができることを、あらためて感じています。  

 「読みたくてムズムズする研究誌」「読まなければ研究が進まない研究誌」「研究誌を

話題に学会員のコミュニケーションが広がる学会誌」・・・。こんな雑誌にしたいという

気持ちはたくさんあって、委員会では特集や書評の内容を考えたり、良い書き手を選ぼう

と苦心していますが、会員の方々からもお知恵をいただければ、さらに学会の活性化につ

ながるかと思っています。ぜひお近くの編集委員をつうじて、アイディアをお寄せくださ

い。検討させていただきます。よろしくお願いいたします。  

 

                         編集委員長  中江桂子（明治大学） 

 

５−２．研究委員会 

 

①学会大会における事業については、本会報の下記をご参照下さい。  

２．第 32 回大会における研究委員会の企画  

 2-1．研究委員会企画シンポジウム   

2-2．学生企画シンポジウム  

 

②2022 年度の研究セミナーを 2023 年 2 月に開催いたします。詳細は決定次第、大会ホー

ムページ等で周知する予定です。万障お繰り合わせの上、奮ってご参加くださいますよ

うご案内申し上げます。  

 

③その他、下記の事業を実施しました。  

 

  ・2022 年度第 1 回学生フォーラム   2022 年 7 月 16 日（土） 

   報告者 3 名、参加者 20 名 

 

  ・2022 年度第 2 回学生フォーラム   2022 年 12 月 4 日（日） 

   報告者 5 名、参加者 17 名 

 

研究委員長 金子史弥（立命館大学）  
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５−３．国際交流委員会  

  

本委員会が今年度行ってきたことは次の４点です。  

 

1）「国際交流委員会細則」の検討  

2）「海外研究者招聘による企画の協力に関する内規」の検討  

3）韓国との友好覚書の検討  

4）国際交流委員会と関西学院大学の共催による公開セミナーの開催  

 

1）「国際交流委員会細則」について  

従来の「国際交流委員会規定」が韓国との交流協定を前提としたものであり、しかも、

この協定が有名無実化していることが理事会で確認されたことを踏まえて、韓国に限定さ

れないグローバルな国際交流を可能にするような枠組みの検討を重ねて参りました。「細

則」の内容については 3 月の総会でご報告する予定です。  

 

2）「海外研究者招聘による企画の協力に関する内規」について  

学会員が科研費や大学の経費等で海外研究者を招聘しようとするさいに、日本スポーツ

社会学会がより積極的に協力できるような制度づくりを検討して参りました。「内規」の内

容については 3 月の総会でご報告する予定です。  

 

3）韓国との友好覚書の検討について  

 従来の日韓交流協定が双方の学会にとって負担の大きいものであったことを踏まえて、

より拘束的でない友好覚書を交換する可能性を先方の担当者とともに検討して参りまし

た。詳細については 3 月の総会でご報告する予定です。  

 

4）国際交流委員会と関西学院大学の共催による公開セミナーの開催について  

2022 年 11 月 5 日に、日本スポーツ社会学会国際交流委員会と関西学院大学の共催によ

り、公開セミナー「生ける身体とスポーツ社会学」が関西学院大学大阪梅田キャンパスと

Zoom のハイブリッド形式で開催されました。登壇者と発表タイトルは次のとおりです。  

 

発   表   者：ベルナール・アンドリュー（パリ・シテ大学）  

発表タイトル：Feeling your living body: a new research method in sport studies

（生ける身体を感じること―スポーツ研究の新しい方法）  

コ メ ン ト：奥井遼（同志社大学）  

コーディネイト・通訳：倉島哲（関西学院大学）  

 

アンドリュー氏には、「生ける身体 (corps vivant)」に着目することがスポーツ社会学に

どのような方法論的な寄与をなしうるかをご発表いただきました。発表の中心は、フラン

ス国立サーカス学校に在籍する空中ブランコ乗りたちに描いてもらった自分の身体につい

ての「意識のスケッチ」でした。簡単な身体の輪郭線の内外に、色とりどりのペンで線や

面が描かれています。  

これらのパターンは、客観的には不可視ですが、本人にとってはきわめて重要な意識の

あり方を表しています。たとえば、パフォーマンスのさい痛む部位に、痛みの程度に応じ

て色が塗り分けられた図があります。あるいは、ロープに乗ってバランスを取るときに、
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足裏でロープを踏む部位を正確に示した図もあります。また、背後にいるパートナーを、

目では見えていなくても、身体で感じることのできる範囲を示した図もありました。この

ような意識のパターンは、私たちの身体というものが、主観性をいつも背後から支えてく

れる「縁の下の力持ち」ではなく、ときには主観性と矛盾するような独自の根強い活動性

(vivacité)を持つこと、そして、このような活動性を第三者にも知覚可能にするような社

会的な方法論が存在することを示唆しています。  

アンドリュー氏とともにサーカス学校のフィールドワークを行った奥井氏には、空中ブ

ランコのビデオとともに教育学の観点からコメントいただきました。対面とオンラインと

もに本学会員の参加があり、質疑応答では体育学、武道教育、エスノメソドロジーなど、

多様な観点から多くの質問とコメントがなされ、盛況のうちに終了しました。  

 

国際交流委員長 倉島哲（関西学院大学）  

 

 

５−４．電子ジャーナル委員会 

 

2021 年 9 月 30 日に発行された第 29 巻 2 号の特集論文が、発行から 1 年経過しましたの

で、J-Stage 上にアップロードされました。特集のタイトルは、「フィギュレーション社会

学とスポーツ社会学研究―その足跡と将来にむけての可能性」です。特集のねらいと以下

の 3 つの論文が、それぞれ公開されています。  

・海老島均，「特集のねらい」（ https://doi.org/10.5987/jjsss.29-2-01） 

・マルカム ドミニック・大平章，「フィギュレーション社会学とスポーツ社会学」  

  （https://doi.org/10.5987/jjsss.29-2-02） 

・ヤング ケヴィン・大平道広，「スポーツ関連の暴力を解釈する―西カナダの例―」  

（https://doi.org/10.5987/jjsss.29-2-03） 

・大平章，「偉大なスポーツ社会学者としてのエリック・ダニング」  

   （https://doi.org/10.5987/jjsss.29-2-04） 

 

2022 年 3 月発行の 30 巻 1 号に掲載されております菅原大志氏の論文、および、同年 9

月発行の 30 巻 2 号に掲載されております森津千尋氏および下窪拓也氏の論文につきまし

ても、それぞれ以下の通り本公開されております。  

・菅原大志，「スポーツイベントにおける感情労働と住民対応―ボランティア住民のホス

ピタリティに着目して―」（ https://doi.org/10.5987/jjsss.30-1-01） 

・森津千尋，「2020 年オリンピック東京大会におけるスポンサーシップと新聞報道」  

     （https://doi.org/10.5987/jjsss.30-2-01） 

・下窪拓也，「スポーツ観戦者の社会的属性の検証―社会経済的地位と性別の観点から

―」 

     （https://doi.org/10.5987/jjsss.30-2-02） 

 

2023 年 3 月に発行される 31 巻第 1 号に掲載予定の論文につきましても、紙媒体刊行の

2 ヶ月前までに受理された論文がありましたら、 J-Stage で早期公開させて頂きます。   

   

電子ジャーナル委員長  奥田睦子（京都産業大学）  
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５−５．広報委員会 

 

2022 年度は、学会ホームページを一新いたしました。ぜひご利用ください。  

会員の皆様には、会員に広く告知してほしい研究セミナーや交流研究会などございまし

たら、積極的に情報提供いただければ幸いです。 jsss.kouhou@gmail.com にて、随時受け

付けています。お気軽にお寄せください。  

 

広報委員長 水野英莉（流通科学大学） 

 

 

５−６．学生研究奨励賞選考委員会 

 

本委員会では、優秀な学生の研究に対して、論文部門、発表部門に分けて表彰を行って

います。論文部門については、現在（ 2022 年 12 月）、審査を行っており、発表部門につい

ては、日本スポーツ社会学会第 32 回大会（2022 年 3 月 16-17 日）での一般発表が対象と

なります。  

学生会員の皆さまにおかれましては、この制度を論文投稿および口頭発表を行う契機と

し、ご自身の研究の発展に繋げていただくことを願っております。  

 

学生研究奨励賞選考委員長 岡田千あき（大阪大学）  

 

 

５−７．学会賞選考委員会 

 

2022 年度は、論文部門（2020 年 10 月 1 日～2022 年 9 月 30 日に出版された原著論文）

及び著書部門（2019 年 10 月 1 日～2022 年 9 月 30 日に出版された著書）について、学会

賞を選考する年度でしたが、推薦（自薦・他薦）の締め切り日である 9 月 30 日までにど

なたからも応募はありませんでした。したがって、今年度の学会賞受賞者はなしとなりま

した。 

2 年後の 2024 年度に選考を行うことになりますが、広報活動を盛んに行うなどによっ

て、多くの方の著書や論文が選考対象となりますよう期待しています。  

 

学会賞選考委員長  清水諭（筑波大学）  
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６．事務局より 

６−１． 2022 年度理事会議事録（第１回～第３回）  

 

2022 年度 日本スポーツ社会学会  第 1 回理事会（メール審議） 議事録 

 

期   日：2022 年 5 月 10 日～5 月 17 日 

議事録担当：石坂（事務局長）  

 

＜報告事項＞ 

1．2021 年度学生研究奨励賞（発表部門）の選考について  

 2021 年度学生研究奨励賞（発表部門）について、学生研究奨励賞選考委員会より以下

の発表が選考されたことが報告された。  

 

堀田文郎氏（立教大学大学院）  

「ボディビル競技における「のめり込み」に関する実証的研究：競技者の「道理性」に着

目して」  

 

＜審議事項＞ 

１．入・退会者について  

 入会希望者 5 名（うち学生会員 2 名）、2021 年度の退会者 5 名について承認された。  

 

以上 

 

 

2022 年度  日本スポーツ社会学会  第 2 回理事会  議事録 

 

期 日：2022 年 9 月 2 日（金）16：30～19：05 

場 所：順天堂大学さくらキャンパス 3 号館 502 教室およびオンライン（ zoom）  

出席者：  

 対面参加：石坂、菊、倉島、笹生、高峰、松尾、水上、渡（以上、理事）、千葉直樹会

員（学会大会開催校）  

 オンライン参加：岡田、奥田、金子、水野、山口（以上、理事）、河原、杉本（以上、

監事）、  

欠席者：清水、中江（以上、理事）  以上、敬称略  

議長：松尾理事長  

議事録：浜田（事務局次長）  

 

 議事に先立ち、松尾理事長より定足数を満たしている確認がなされ、開会宣言が行われ

た。続いて菊会長より挨拶がなされた。  

 

＜報告事項＞ 

1.2022 年各委員会の活動進捗状況、活動計画および中間決算報告について（各委員会、

事務局）【資料 1・2】  

各委員会の 2022 年の活動の進捗状況や活動計画について、以下のように報告が行われ

た。 

(1) 編集委員会（中江委員長の代理で水上理事）  

  2022 年のこれまでの学会誌編集作業に関して、委員会の開催状況、論文投稿数や査

読の状況が報告された。また今後の活動予定として、学会誌第 31 巻第 1 号の企画編集

作業を進めること、秋頃から年末の間で対面での委員会開催を予定していることなど

が示された。  
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(2) 研究委員会（金子委員長）  

  2022 年の活動の進捗について、委員会の開催状況や 2022 年度第 1 回学生フォーラム

が盛会のうちに終了したことが報告された。また今後は 2022 年度研究セミナーおよび

第 2 回学生フォーラムの開催準備、第 32 回学会大会における企画の準備や一般研究発

表の審査・プログラム作成を進めることが報告された。  

(3) 国際交流委員会（倉島委員長）  

「国際交流委員会細則（案）」の修正案、「海外研究者招聘による企画の主催・共催に

関する内規（案）」の修正案、韓国スポーツ社会学会との交流協定に代わる覚書の原案

を作成したこと（審議事項の６および７）、第 32 回学会大会での国際交流委員会シン

ポジウムのテーマおよび登壇者の検討を進めていくことが報告された。  

 (4) 広報委員会（水野委員長）  

学会公式ホームページをリニューアルしたこと（報告事項の５）、会報 79 号を 7 月に

配信し、80 号は 12 月に配信予定であること、メール配信およびホームページ上で学会

関連イベントの広報を行っていくことが報告された。  

(5) 電子ジャーナル委員会（奥田委員長）  

学会誌第 30 巻第 2 号掲載の投稿論文を J-STAGE で早期公開したこと、今後は第 29 巻

第 2 号の特集論文の電子ジャーナル化を行う予定が報告された。  

(6) 学生研究奨励賞選考委員会（岡田委員長）  

学会誌第 29 巻 1・2 号および第 31 回学会大会を対象として、今年度の学生研究奨励

賞論文部門・発表部門を選考したこと、 2023 年の活動スケジュールは現在作成中であ

ることが報告された。  

(7) 学会賞選考委員会（清水委員長の代理で水上理事）  

学会賞について広報および受付を開始したこと、現在は選考対象となる論文および著

書の受付期間中であること、受付終了後に選考を進める予定であることが報告された

（報告事項の４）。  

(8) 事務局（石坂事務局長）  

特になし。  

 

2.第 31 回学会大会の監査報告について（監事）【資料 3】 

石坂事務局長より、第 31 回学会大会の決算報告がなされた。また杉本監事より、適切

に会計処理がなされていると認められるとの監査報告がなされた。  

 

3.『スポーツ社会学事典』の刊行について（理事長）【資料 4】 

 松尾理事長より、日本スポーツ社会学会創設 30 周年記念事業である『スポーツ社会学

事典』出版に向けた作業の進捗状況が報告された。主な内容は以下のとおりである。  

・2024 年度中の刊行を目指して、編集幹事を含めて 30 名の委員からなる編集委員会を

組織した（資料に漏れがあったため、理事会後に修正された。事務局追記）。  

・現在は 23 の大項目ごとに中項目および執筆担当者の検討を進めている。  

・今後は 10 月末日までに目次、執筆項目、執筆者を確定させる予定である。  

・1 項目あたり見開き 2 頁で約 300 項目の構成になる見込みである。  

 

4.スポーツ社会学会賞について（学会賞選考委員会）  

 水上理事より、報告事項の１と同じく、スポーツ社会学会賞の選考についての報告がな

された。推薦書類の受付締め切りは 9 月 30 日までで、その後に選考作業を進めていくこ

とが示された。  

 

5.学会 HP の改訂について（広報委員会）  

 水野広報委員長より、報告事項の１と同じく、既に公開済である学会公式ホームページ

のリニューアルに関する報告がなされた。株式会社心力舎に作成作業を依頼し、予算内で

使い勝手が良く、更新も簡単な WordPress を使用したホームページが完成したとの説明が
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なされた。  

 

6.その他 

特になし。  

 

＜審議事項＞ 

1.第 32 回大会（中京大学）の開催について（大会開催校・千葉直樹会員）【資料 5】 

 2022 年度の第 32 回学会大会（3 月 16・17 日開催）について、開催校である中京大学の

千葉会員より準備状況などの説明がなされた。主な内容は以下のとおりである。  

 

・現在は対面での開催に向けた準備を進めている。懇親会を開催するか否かは直前の状

況に応じて判断する。  

・大会開催に伴う感染予防対策について、前回大会の「予防対策」を踏襲し、開催校の

関係各所と方針を協議中である。  

・実行委員会企画は「地域社会とスポーツ」に関わる講演を検討しており、関係部署と

の調整を行なっている。 

・大会案内・抄録集は郵送せず、 PDF 化してオンラインで配信する。  

・オンラインによる遠隔開催の場合は、リアルタイムでの開催を検討している。開催形

態（対面か遠隔か）の最終的な判断は、 1 月中旬に行う予定である。  

 

石坂事務局長より大会日程について補足があり、今年度は理事選挙の年であるため、 3

月 15 日の 15 時から 17 時までの予定で現（旧）理事会を開催すること、 16 日午前に新

旧理事会を開催した後に新理事会を行うことが説明された。なお理事会はハイブリッド

形式での開催を予定する。また松尾理事長より大会の開催方法について質問があり、対

面を基本としつつ、シンポジウムなどの一部企画はオンラインでの同時配信も検討する

ことなどが説明された。 

 そのほかに質問などはなく、開催案は資料のとおり承認された。なお本審議事項は千葉

会員がオブザーバー参加のため、報告事項に先立って審議された。  

 

2.2023 年各委員会の活動計画および予算案について（各委員会、事務局）【資料 6、2】 

上記の事項について報告が行われ、すべて異議などなく承認された。  

(1) 編集委員会（中江委員長の代理で水上理事）  

2022 年と同じく、毎月第 1 土曜日に定例の委員会を開き、学会誌の企画編集作業を

行っていくことが報告された。  

(2) 研究委員会（金子委員長）  

2022 年と同じく、研究セミナーの開催、学会大会における研究委員会シンポジウム

企画の開催と学生企画シンポジウムの開催支援、一般発表査読およびプログラム作成

を行っていくことが報告された。なお委員会シンポジウム企画については、サッカー

に関する内容とする方向で検討していることが示された。また学生フォーラムは世話

人交代の年であるため、新体制に移る準備も進めていくとの説明がなされた。 

(3) 国際交流委員会（倉島委員長）  

報告事項の 1 で説明のあった細則、内規、覚書（審議事項の６および７）の成立を目

指すこと、第 32 回学会大会における委員会企画の内容を検討していくことが報告され

た。 

 (4) 広報委員会（水野委員長）  

活動計画については特に例年と変わりなく、会報 81・82 号の配信やホームページと

メールによる各種告知を行っていく旨が報告された。またホームページの改訂に伴っ

て、今後は年間の更新費用 5 万円が不要となることが説明された。  

(5) 電子ジャーナル委員会（奥田委員長）  

例年と同様に、学会誌第 31 巻第 1 号・第 2 号の投稿論文、第 30 巻第 1 号・第 2 号の
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特集論文の電子ジャーナル化を行っていくことが報告された。  

(6) 学生研究奨励賞選考委員会（岡田委員長）  

これまでと同様の進め方で、学生研究奨励賞の選考を行なっていくことが説明され

た。 

(7) 学会賞選考委員会（清水委員長の代理で水上理事）  

2023 年 3 月の学会大会時に、学会賞の受賞者発表および表彰式（ 15 分の予定）を行

うことが説明された。また 2023 年は学会賞選考年度ではないため、 2022 年度の活動を

踏まえて課題の抽出などを進めていくことが報告された。  

(8) 事務局（石坂事務局長）  

  資料 2 にもとづいて、2022 年中間決算についての報告、および 2023 年予算について

の説明がなされた。2022 年決算は、学会大会の残金などで収入が増加するものの、ホ

ームページ改訂費用、昨年未払いの事務電子システムの初期経費などで赤字になる見

込みだが、学会の総資産にかなりの余力があることなどから、特に問題はないことが

説明された。また 2023 年予算に関しては例年通りとし、 2023 年度はコロナ禍に伴う学

生会員の会費減額措置を行わず、通常の 4,000 円に戻す予定であること、オンライン

選挙の導入にかかる経費や学会賞の賞状等にかかる経費を新規に計上していることな

どが説明された。  

 

3.顧問の推薦について（事務局）【資料 7】 

 石坂事務局長より、日本スポーツ社会学会役員選出細則第 14 条 1 項にしたがって、菊

幸一会員を顧問候補者に推薦することが提案された。特に異議などなく、次回総会におい

て菊会員を顧問候補者として理事会から推薦することが決定された。  

 

4.「編集規程」、「執筆要領」の改訂について（編集委員会）【資料 8】 

 編集委員の水上理事より、『スポーツ社会学研究』の編集規程、および執筆要領の改訂

案が示された。執筆要領改訂の要点は下記の通りである。  

 

・現行の要領における読みにくさ・わかり難さの解消。  

・現行の要領における注および文献の記載方法の粗さの克服。  

・投稿段階での形式不備の最小化（投稿者によるチェックシートを導入）。  

・査読の利便性向上（投稿フォーマットに頁数と行番号を付け加える）。  

 

  いくつか修正に関する提案意見（例えばカンマにおける全角、半角の使用方法、サブ

タイトルの付け方などの揺れ）が出され、再度編集委員会で検討、修正することを条

件に、改訂が編集委員会に一任された。  

  そのほか、投稿論文の共著者が学会員でなければいけないのかどうかを定める規程が

存在していないことが松尾理事長より指摘され、審議の結果、共著者も学会員でなけ

ればならないが、 2 年分の会費を納入している必要はないことが決められた。  

 

5.「学会大会一般発表に関する細則」の新設について（研究委員会）【資料 9】 

 金子研究委員長より、「学会大会一般発表に関する細則（案）」が示された。細則新設の

背景として、これまで一般発表の審査に関する細則がなく、審査基準が公開されていなか

ったこと、また要旨と抄録でタイトルや内容が異なる事例が発生するなど、その都度対応

せざるを得なかったことなどが説明された。  

 発表における注意事項に関する条項で、「発表内容は学会（他の学会も含む）・学術誌等

において発表されていないオリジナルな内容に限る」と提案されていることについて、一

般発表では研究を促進することを主眼として柔軟に定義しても良いのではないかという意

見や、他学会の事前審査の方法を参考にする案などが出され、審議の結果、「発表内容に

ついて、過去に発表したものと類似したテーマ、内容で発表する場合は、同一のタイトル

で発表することは避け、また、研究の進捗がみられるものとなっているよう留意するこ
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と」という文言に改めることが決められた。上記を踏まえ、最終的な修正、改訂が研究委

員会に一任された。  

 

6.「国際交流委員会規程」の廃止、「国際交流委員会細則」、「海外研究者招聘による企画

の主催・共催に関する内規」の新設について（国際交流委員会）【資料 10】 

 倉島国際交流委員長より、内実が伴わなくなっている「国際交流委員会規程」を廃止し

（総会での審議が必要、事務局追記）、新たに「国際交流委員会細則」を新設すること、

また「海外研究者招聘による企画の主催・共催に関する内規」を新設することについて、

昨年の理事会での議論を受けた修正案が示された。内規の条項にある［人員・施設・資金

等の援助］について、予算措置なく学会から資金援助をすることは無理ではないかとの指

摘がなされた。審議の結果、「資金」の文言を削除した上で、細則、内規は承認された

（総会での委員会規程の廃止を待って、総会後に施行される。事務局追記）。また、「国際

交流委員会規程」の廃止も承認され、次回総会に提案されることが決定された。  

 

7.韓国スポーツ社会学会との交流協定について【資料 11】 

 倉島国際交流委員長より、 2006 年に締結したものの事実上失効していた韓国スポーツ

社会学会との交流協定を、義務的かつ具体的な拘束性のない友好的な覚書として再締結す

ることについて提案がなされた。韓国側と意見交換をした結果、先方の理事会での反対は

なく、本学会で承認・作成した覚書の原案を示し、韓国側に承認してもらうという流れに

なるとの説明がなされた。  

 原案の内容に関して、覚書の更新年限が 4 年になっていることについて、これまでの経

緯を踏まえると期限を設けない緩やかなものが望ましいのではないかという意見と、一方

で、有効期限と更新方法の記載のない覚書を交わすことは国際慣行として一般的ではない

との意見や、更新年限を 2 年としてはどうかという意見が出された。最終的には理事会で

の承認を経た後、総会での承認が必要になることから、委員会で引き続き年限の記載方法

について検討をした後、3 月の理事会で審議を行い、承認されれば総会で提案を行うこと

が承認された。  

 

8.学会ホームページのプライバシーポリシーの制定について（広報委員会・事務局）【資

料 12】 

 水野広報委員長より、ホームページの改訂に伴い、個人情報の収集・利用・管理につい

て定めたプライバシーポリシーを定める必要が出てきたため、新設することが説明され提

案された。また石坂事務局長より、 7 条に記されているように、このプライバシーポリシ

ーは運用側の意向で改訂可能なものであるため、不具合があればその都度修正を図ること

ができるとの補足説明がなされた。広報委員の高峰理事から今後の進め方についての確認

があり、プライバシーポリシーは 9 月 3 日から運用されること、ホームページにアップす

るなどして会員に周知することが示された。  

 特に異議などはなく、プライバシーポリシーは原案のとおり承認された。  

 

9.電子情報システムの検索機能について（事務局）  

 石坂事務局長より、現行の事務電子システムを利用した会員検索機能を使えるようにし

てはどうかという昨年の理事会提案について、経費の見積もりが示された。大きな経費

（5 万 5 千円）が必要になり負担となることから導入は見送りたいとの見解が示された。

専門分野の検索など、各委員会で利用できると便利ではないかという意見が出されたが、

導入時に告知したにもかかわらず、ほとんどの会員が専門分野などのキーワードを電子シ

ステムに登録しておらず、現実的には運用は難しいとの返答がなされた。そのほかに特に

意見などなく、当面は検索機能を導入しないことが承認された。  

 

10.役員選挙について（事務局）【資料 13】 

 石坂事務局長より、 2023-2024 年度の役員選挙について説明がなされた。被選挙権のな
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い 6 名の理事の中から、前回選挙管理委員の経験がある奥田理事が推薦され、選挙管理委

員長に選任された。選挙管理委員 1 名および選挙立会人 2 名については、後日選挙管理委

員長と事務局から案を出し、理事会の承認を受けて決定することが確認された。加えて今

回から、電子システムを利用したオンライン選挙とすることが提案され、承認された。特

に質問などなく、理事選挙にかかる手順及びスケジュールのすべてが承認された。  

 

11.学会誌の在庫管理について（事務局）【資料 14】 

 石坂事務局長より、学会誌『スポーツ社会学研究』の委託販売・管理を行なっている創

文企画より、在庫管理の方針に関する問い合わせがあったことが説明された。事務局案と

して、今後 2 ヶ月ほどでバックナンバーの販売（割引販売は行わない）を学会員に呼びか

け、その後一定数（14〜20 巻を 10 冊、21〜30 巻を 20〜30 冊）を保持する形で在庫の整

理、運用をすることが提案された。異議などはなく、提案は承認された。  

 

12.入・退会者について（事務局）【資料 15】 

 石坂事務局長より、新規入会者 5 名について説明があり、全員の入会が承認された。  

 また会員数の動向について、 2022 年 9 月 1 日現在で正会員 325 名（うち顧問 8 名を除

く）、学生会員 56 名であることが報告された。  

 

13.その他 

 石坂事務局長より、例年と同様に 10 月 1 日に第 33 回学会大会開催校の公募を行うこと

が説明され、承認された。  

 最後に河原監事、杉本監事、菊会長から挨拶がなされた。松尾理事長から閉会宣言がな

され、本会は閉会した。                    

 

以上 

 

 

2022 年度 日本スポーツ社会学会  第 3 回理事会（メール審議） 議事録 

 

期   日：2022 年 10 月 7 日～10 月 19 日 

議事録担当：石坂（事務局長）  

 

＜審議事項＞ 

1. 第 32 回大会実施要項について  

 第 32 回大会の実施要項、並びに感染症対策について審議がなされ、以下の 3 点につい

て実行委員会に修正を依頼することが確認された。なお、審議最終日に意見が出たことか

ら、審議期日が 5 日間延長された。  

①要項で「学会大会一般研究発表に関する細則」について記載を行うこと、② 2 日目の

昼休み時間を確保するため、開始時間を 30 分早めて 9 時開始とすること、③日程の図の

枠を修正すること。  

 

2．入・退会者について 

 入会希望者 2 名（うち学生会員 2 名）の入会と、2022 年度での退会者 1 名について承

認がなされた。  

 

以上 
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６−２．事務局からのお知らせ 

 

日本スポーツ社会学会第 17 期（2023-24 年度）理事選挙の実施について（正会員）  

 

 2023 年 1 月 18 日（水）12:00～2 月 3 日（金）17:00 まで、電子システムを用いた第 17

期理事選挙を実施いたします。役員選出細則第 5 条により、選挙管理委員会（選挙管理委

員長：奥田睦子理事）が定めた期日（ 2022 年 12 月 31 日）までにすべての年度会費

（2022 年度まで）を納入した会員が被選挙権ならびに選挙権を有します。（顧問は選挙権

のみを有します。この期日まで退会の意思表示をされた会員は被選挙権、並びに選挙権を

有しません。）  

 つきましては、ご自身の会費納入状況について今一度ご確認ください。ご不明な場合は

お問い合わせいただけましたら幸いです。  

 選挙人名簿は学会ホームページ、及びメーリングリストで 2023 年 1 月 7 日に告知し、 1

月 15 日（日）17:00 まで確認・確定作業を行います。詳しくは 2022 年 12 月 2 日にメー

ルで配信した「学会大会エントリー・理事選挙について」に添付した、「 2023-24 選挙通

知（正会員・顧問）」をご覧ください。  

 

 

事務局長   石坂友司（奈良女子大学）  

事務局次長 浜田雄介（京都産業大学）  

  

   

 

７．編集後記 

 

 本号では主に、中京大学豊田キャンパスを会場校として 2023 年 3 月に開催される日本

スポーツ社会学会第 32 回についての情報を掲載しております。状況に応じて対面あるい

はオンラインでの開催となるようです。今回も充実した企画をご準備いただいていますの

で、みなさまどうぞふるってご参加のほどお願い申し上げます。  

 本号の会報の発行をもちまして、今期（ 2021/22 年度）の広報委員会は次期広報委員会

へと引き継がれます。第 77 号から第 80 号までの 4 号にわたり、会報原稿を執筆して下さ

った会員の皆さまに、深く御礼申し上げます。  

 

 

広報委員会 水野英莉  


